


2025度大東文化大学大学院【春季】入学試験（2月15日）／解答用紙 

文学研究科 書道学専攻【英語】 博士課程後期課程 

 

受験番号              氏名                         採点欄      
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2025 年度大東文化大学大学院春季入学試験（2 月 15 日）文学研究科書道学専攻【中国語】問題・解答 

後期課程 

科 目 名 受験番号  

中 国 語 氏  名  

問１ 全文を日本語に訳しなさい。（30 点） 

我还到公家及私家以及有碑帖陈列展览等处去阅读,眼界大为扩展。又把所见到与听到的再对照古人所著书

论书跋等。又将读到有论到某碑某帖适为我所有的,即加以参考互证。也有在购得某碑某帖后去查阅前人书

跋看其如何说法,如遇不明之处随即向人问学。 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 全文を日本語に訳しなさい。（30 点） 

虽然既非金石学者且非金石藏家, 传统文人还是很容易与碑帖扯上干系的。赏鉴墨拓,题跋唱和, 释文考证, 

对一个旧吋文人来说是再正常不过的事情了,钱谦益亦然。其不仅有购藏碑帖的记录,而且友人中不乏金石

藏家, 还有后来访碑、拓碑极一时之盛的先行者。后者在晩明并不多见,可以视为乾嘉金石学复兴之前导。 

注：钱谦益：明末清初诗坛的盟主之一 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 下線部を日本語に訳しなさい。書き下し文(訓読)を用いてもかまいません。（40 点） 

何良俊常常与文徴明一起品赏, “衡山最喜评校书画,余毎见,必挟所藏以往,先生披览尽日。先生亦尽出其

所蓄,常自入书房中,捧四卷而出。展过,复捧而人,更换四卷。虽数反不倦。”  注：衡山：文徴明 

 

 

 

 

 

 



2025年度大東文化大学大学院文学研究科書道学専攻入学試験       問 題  

 

  後期課程(春季入学試験)                              ２０２５年 ２月１５日 

科  目  名 受験番号  

 

日 本 語 

 

氏  名 

 

 

１次のひらがなの文章を、漢字・カタカナにできるところを漢字・カタカナにし、読みやすい日本語にしてください。（20点） 

 

どくさいせいじのもとではとっけんかいきゅうのそんざいはゆるさないのがりそうである。くんし

ゅのまえにはだいじんもちほうかんもしょうにんものうみんも、すべていちようなしんみんでなけ

ればならない。しかしながらくんしゅひとりですべてのせいじをやってゆくことはふかのうであ

る。どうしてもぼうだいなかんりょうそしきがひつようである。ただしこのかんりょうはたんにて

んしをたすけてじんみんのせいかつをほしょうするという、てんしのにんむをだいこうするだけの

ものである。くんしゅがじんみんのざいをじこのよくぼうのためにしょうひすることをつつしむよ

うに、かんりょうもまたじこのしよくのためにせいじをおこなってはならない。かんりょうはてん

しとじんみんのためにそんざいすべきもので、かんりょうじしんのためにそんざいしてはならない

のだ。 

ところが、じっさいもんだいとしてこれはひじょうにむつかしい。てんしからいにんされたけんげ

んがきょうだいなために、ともすればかんりょうはそれをじぶんじしんのためにりようしてじんみ

んのことはいっこうにかんがえないのみか、かえってじんみんをさくしゅしてしふくをこやすもの

がおおいのだ。かんりょうどうしがみっせつにれんらくをとって、たがいにじこのあくじをいんぺ

いしあい、そのかげにかくれてわいろをとったりこうきんをごまかしたりする。かんりょうどうし

がそうごにめんつをたてあって、けってんをかばいあうのがむしろびとくとさえされている。そこ

にてのつけられないかんかいのきふうというものがはっせいする。なかでももっともいけないのが

こうとうぶんかんしけんたるかきょのしゅっしんしゃである。 

 

 

２ 次の①～⑩の文には正しくない漢字の使い方をしているものが五つあります。その番号（①～⑩）を選び、 

正しくない漢字と正しい漢字を書いてください。（4点×5＝20点） 

 

① 正月の子の日に小松を引く    ② 新春に護摩を炊く 

③ じっと虚空を睨む        ④ 苦渋の決断を下す 

⑤ 春風が氷を解く         ⑥ 責任を転化する 

⑦ 借金を精算する        ⑧ 実も蓋もない話 

⑨ 趣味が嵩じる         ⑩ 「本日土曜丑の日」（平賀源内） 

 

３ 次の①～⑤の下線部の読みを書いてください。（4点×5＝20点） 

 

① 善行を嘉する 

② 序でにお越しください 

③  神仏に供物を捧げる 

④ 諸手を挙げて賛成する 

⑤「有為の奥山けふ越えて あさき夢みし酔ひもせす」（いろは歌） 

 

４ 次の①～⑤の下線部に該当する漢字を書いてください。（4点×５＝20点） 

 

①  故人をほうふつとさせる面差し   ② 子どもが落葉の山をけちらす 

③ 地獄のごうかに焼かれる      ④ 急にとんきょうな声をあげる 

⑤ 「さみだれを あつめて早し 最上川」（松尾芭蕉） 

 

５ 次の①～⑤の(  )に適切な言葉を入れて、常体と敬語表現のペアにしてください。(4点×5＝20点) 

     例：先生が、言った          ・先生が、（    ）った 

① そろそろ帰ります         ・そろそろ（    ）します 

  ② 以前、会いましたね        ・以前、お目に（    ）ましたね 

③ お話しを聞いて理解しました    ・お話しを（    ）ました 

④ 残念ですが、できません      ・残念ですが、いたし（    ）ます 

⑤  お電話があったと伝えておきます  ・お電話くださったことを（    ）ます  



2025年度大東文化大学大学院文学研究科書道学専攻入学試験      解 答  

 

  後期課程(春季入学試験)                              ２０２５年 ２月１５日 

科  目  名 受験番号 採 点 欄 

 

日 本 語 

 

氏  名 
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